
 

 

大
型
開
発
が
市
民
の
福
祉
と 

く
ら
し
の
予
算
を
圧
迫 

新
潟
市
の
予
算
説
明
で
は
、
民
生

費
に
つ
い
て
「
対
前
年
度
比
プ
ラ
ス

６
４
億
円
（
プ
ラ
ス
６
％
）
と
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
歳
出
全
体
に
占

め
る
予
算
ベ
ー
ス
の
民
生
費
の
割

合
は
前
年
度
の
２
９
・
５
％
か
ら
３

１
・
８
％
と
わ
ず
か
に
増
え
た
に
す

ぎ
ず
、
他
の
政
令
都
市
と
の
比
較
で

は
仙
台
市
を
除
く
と
最
下
位
の
ま

ま
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な

い
も
の
で
す
。 

           

一
方
、
土
木
費
は
前
年
度
比
で
約

３
０
億
円
減
の
５
７
２
億
円
と
な

っ
た
も
の
の
、
歳
出
に
占
め
る
割
合

は
１
５
・
９
％
で
あ
り
、
他
政
令
都

市
と
の
比
較
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

政令市の民生費割合の比較 

   １位 堺市 46.6% 

２位 大阪市 43.0% 

３位 相模原市 42.4% 

： ： ： 

１９位 新潟市 31.8% 

２０位 仙台市 26.8% 

 

 

 

市議団速報 

あ
る
こ
と
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。 

合
併
建
設
計
画
が
終
わ
っ
て
も
な

お
、
新
潟
駅
連
続
立
体
・
周
辺
整
備
事

業
（
７
５
億
円
）
や
万
代
島
ル
ー
ト
線

の
直
轄
事
業
負
担
金
（
約
８
億
円
）
な

ど
の
大
型
開
発
事
業
が
市
民
の
く
ら

し
と
福
祉
の
予
算
で
あ
る
民
生
費
を

圧
迫
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。 

           

２
０
１
５
年
度
の
「
市
政
世
論
調

査
」
に
お
い
て
も
、「
高
齢
者
福
祉
」

の
充
実
を
求
め
る
回
答
が
群
を
抜
い

て
多
く
、
事
業
仕
分
け
の
手
法
を
使
い

無
慈
悲
に
削
減
さ
れ
た
高
齢
者
紙
オ

ム
ツ
支
給
事
業
や
寝
た
き
り
高
齢
者

等
介
護
手
当
支
給
事
業
は
じ
め
と
し

て
高
齢
者
福
祉
の
施
策
の
復
活
と
充

実
を
は
か
る
べ
き
で
す
。 

大
型
開
発
の
見
直
し
・
事
業
費
の
圧
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新
潟
市
２
０
１
６
年
度
予
算
案
の
特
徴 

― 

日
本
共
産
党
市
議
会
議
員
団
の
見
解 ―

 

縮
を
お
こ
な
い
、
市
民
の
福
祉
や
く

ら
し
の
予
算
に
振
り
向
け
る
べ
き
で

す
。 

 

市
民
の
願
い
の
正
規
雇
用
拡
大

の
対
策
が
な
い 

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
う

え
で
も
正
規
雇
用
の
増
加
は
焦
眉
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
た
め
に
は
、
既
存
中
小
企
業

に
対
す
る
支
援
と
と
も
に
、
国
の
制

度
と
も
タ
イ
ア
ッ
プ
さ
せ
正
規
雇
用

増
加
の
た
め
の
直
接
的
な
取
り
組
み

が
必
要
で
す
。 

新
潟
市
の
中
小
企
業
対
策
の
大
き

な
部
分
を
担
っ
て
い
る
新
潟
Ｉ
Ｐ
Ｃ

財
団
に
対
す
る
「
中
小
企
業
の
経
営

強
化
支
援
」
の
た
め
の
補
助
金
は
前

年
度
よ
り
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

大
き
な
成
果
を
あ
げ
た
「
健
幸
す

ま
い
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
」
の
一

般
世
帯
枠
の
復
活
を
は
じ
め
既
存
中

小
企
業
振
興
施
策
の
抜
本
的
強
化
が

必
要
で
す
。 

市
役
所
関
連
で
５
千
人
以
上
が
非

常
勤
・
臨
時
職
員
に
お
か
れ
、
指
定

管
理
者
・
業
務
委
託
の
分
野
で
も
劣

悪
な
雇
用
に
お
か
れ
た
ま
ま
の
膨
大

な
市
民
が
存
在
し
ま
す
が
、
一
刻
も

早
く
そ
の
待
遇
改
善
が
は
か
ら
れ
る

べ
き
で
す
。 

    

市
民
の
声
聞
か
ず 

引
き
続
き
Ｂ
Ｒ
Ｔ
推
進 

Ｂ
Ｒ
Ｔ
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票

を
求
め
る
直
接
請
求
署
名
が
圧
倒
的

な
反
対
の
声
の
中
、
６
万
６
千
人
を

超
え
集
約
さ
れ
た
も
と
で
も
な
お
Ｂ

Ｒ
Ｔ
推
進
の
た
め
に
２
億
７
４
０
０

万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
内
容
は
、「
専
用
走
行
路
設
置

に
社
会
実
験
の
実
施
」「
第
２
期
導
入

区
間
の
検
討
調
査
」
な
ど
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

昨
年
９
月
の
開
業
以
来
の
状
況
を

み
れ
ば
、
乗
り
換
え
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
「
ま
ち
な
か
の
活
性
化
」
に
逆

行
す
る
こ
と
が
明
白
と
な
り
、
バ
ス

離
れ
の
懸
念
は
払
し
ょ
く
さ
れ
な
い

ま
ま
で
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
目
的
と

す
る
「
持
続
可
能
な
公
共
交
通
」
の

保
障
は
ど
こ
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

専
用
走
行
路
設
置
の
社
会
実
験
を

実
施
し
て
も
本
格
設
置
の
見
通
し
は

な
く
、
ま
し
て
や
Ｂ
Ｒ
Ｔ
路
線
の
駅

南
方
向
へ
の
延
長
と
な
る
第
２
期
導

入
区
間
の
検
討
な
ど
は
論
外
で
す
。 

税
金
の
無
駄
遣
い
と
な
る
こ
と
は

断
固
や
め
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
も

の
で
す
。 

  
 

国
保
・バ
ス
高
齢
者
割
引
等
で

前
進 【

問
い
】
市
民
の
願
い
が
前
進
し

た
も
の
は
あ
り
ま
す
か
。 

【
五
十
嵐
】
は
い
。
こ
う
し
た
な

か
で
、
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
団
が

繰
り
返
し
求
め
て
き
た
国
民
健
康

保
険
料
は
引
き
下
げ
に
は
な
ら
な

か
っ
た
も
の
の
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
に
よ
り
２
０
１
６
年

度
・
１
７
年
度
は
現
行
の
ま
ま
据
え

置
き
と
な
っ
た
こ
と
は
、
「
国
保
を

よ
く
す
る
会
」
を
は
じ
め
と
し
た
市

民
世
論
の
成
果
と
い
え
ま
す
。 

 

党
市
議
団
が
こ
の
間
求
め
て
き

た
臨
時
職
員
・
非
常
勤
職
員
の
給

料
が
わ
ず
か
で
す
が
ア 

ッ
プ
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
前

年
度
の
通
勤
手
当
の
改
善
に
続

い
て
の
前
進
で
す
が
、 

引
き
続
く
改
善
を
早
急
に
求
め
る

も
の
で
す
。 

６
５
才
以
上
の
高
齢
者
の
バ
ス
運

賃
を
半
額
に
す
る
制
度
を
７
月
以
降

に
も
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と

も
前
進
で
す
。
区
バ
ス
・
住
民
バ
ス
な

ど
の
地
域
生
活
交
通
を
充
実
さ
せ
新

潟
交
通
バ
ス
の
結
節
点
に
つ
な
げ
る

こ
と
や
、
今
回
の
高
齢
者
割
引
実
施
と

そ
の
拡
大
等
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
実

施
こ
そ
持
続
可
能
な
公
共
交
通
実
現

の
道
と
考
え
る
も
の
で
す
。
日
本
共
産

党
議
員
団
は
１
月
４
日
朝
、
恒
例
の
市

役
所
前
宣
伝
を
行
い
ま
し
た
。
各
議
員

の
訴
え
の
中
心
点
は
次
の
通
り
で
す
。 

◇ 
 
 

◇ 

今
年
は
参
議
院
選
挙
の
年
。
安
倍
自

公
政
権
に
よ
っ
て
壊
さ
れ
て
い
る
立
憲

主
義
、
平
和
主
義
、
民
主
主
義
を
取
り

戻
す
た
た
か
い
の
第
一
歩
で
す
。 

日
本
共
産
党
は
西
沢
博
を
選
挙
区
の

予
定
候
補
と
し
て
い
ま
す
が
、「
野
党
は

共
闘
を
」
と
の
市
民
の
方
々
の
声
に
こ

た
え
る
た
め
に
、
戦
争
法
廃
止
の
一
点

で
共
闘
で
き
る
候
補
を
擁
立
し
、
勝
利

さ
せ
る
た
め
に
心
を
砕
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。 

 ●
立
憲
主
義
の
回
復
を 

 

立
憲
主
義
の
回
復
と
い
う
課
題
が
安

倍
政
権
の
下
で
き
わ
め
て
大
切
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

立
憲
主
義
と
は
憲
法
に
従
っ
て
政
治

を
行
う
こ
と
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
安
倍

政
権
は
、
憲
法
９
条
で
禁
じ
ら
れ
て
い

る
武
力
行
使
が
で
き
る
よ
う
に
戦
争
法

を
強
行
し
、
憲
法
５
３
条
に
基
づ
い
て

臨
時
国
会
の
召
集
が
要
求
さ
れ
て
も
開

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
国
の
最
高
法
規
で

あ
る
憲
法
の
上
に
安
倍
政
権
が
あ
る
か

の
よ
う
に
ふ
る
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 ●
「個
人
の
尊
厳
」守
る
た
た
か
い 

安
倍
政
権
の
特
徴
は
、
国
家
を
個
人

の
上
に
置
き
、
個
人
の
尊
厳
を
踏
み
つ

ぶ
す
政
治
で
す
。
戦
争
法
の
強
行
、
辺

野
古
基
地
の
建
設
、
原
発
再
稼
働
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
、
消
費
税
増
税
―
す
べ

て
に
そ
れ
が
表
れ
て
い
ま
す
。 

憲
法
１
３
条
に
は
「
す
べ
て
の
国
民

は
、
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
」
と
あ

り
、
い
わ
ば
憲
法
の
核
心
で
す
。
で
す

か
ら
、
立
憲
主
義
を
回
復
す
る
と
は

「
個
人
の
尊
厳
」
を
守
り
、
大
切
に
す

る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。 

 

●
新
し
い
市
民
運
動
と
連
帯
し
て 

 
 

政
治
変
革
に
つ
な
げ
る 

通
常
国
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
国

会
周
辺
で
、
新
宿
駅
頭
で
、
数
千
人

の
市
民
が
戦
争
法
廃
止
を
求
め
て

行
動
し
て
い
ま
す
。
戦
後
か
つ
て
な

い
新
し
い
市
民
運
動
が
発
展
し
て

い
る
中
で
の
国
会
で
す
。
私
た
ち
日

本
共
産
党
は
、
こ
の
よ
う
な
新
し
い

市
民
運
動
と
連
帯
し
て
、
本
当
に
国

民
が
主
人
公
の
政
治
を
実
現
す
る

た
め
に
全
力
を
つ
く
し
て
ま
い
り

ま
す
。 

新
潟
民
商
「青
旗
開
き
」で 

あ
い
さ
つ 

５
日
に
行
わ
れ
た
新
潟
民
商
の

青
旗
開
き
に
、
渡
辺
有
子
議
員
、
五

十
嵐
完
二
議
員
、
飯
塚
孝
子
議
員
、

野
本
孝
子
議
員
、
平
あ
や
子
議
員
が

参
加
し
ま
し
た
（
倉
茂
政
樹
議
員
は

新
津
民
商
の
青
旗
開
き
に
参
加
）。 

議
員
団
は
あ
い
さ
つ
の
中
で
、
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
や
商
店

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
助
成
制
度
の
改
善
、

中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
を
生
か

し
た
産
業
政
策
、
国
保
料
の
引
き
下

げ
、
Ｂ
Ｒ
Ｔ
な
ど
の
ム
ダ
づ
か
い
を

や
め
さ
せ
、
市
民
の
た
め
の
市
政
を

実
現
す
る
た
め
に
全
力
を
つ
く
す

と
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。 

２
月
１
６
日
に
新
潟
市
が
発
表

し
た
２
０
１
６
年
度
当
初
予
算
は
、

前
年
度
比
で
５
２
億
円
の
減
と
な

る
３
５
９
３
億
円
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
な
か
で
、
民
生
費
は
「
子
育

て
支
援
の
充
実
や
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
医
療
保
険
制
度

へ
の
支
援
に
よ
り
、
対
前
年
度
比
プ

ラ
ス
６
４
億
円
」
と
し
、
普
通
建
設

事
業
費
は
、「
大
規
模
建
設
事
業
が

終
了
」
等
で
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
９

９
億
円
と
し
て
い
ま
す
。 

今
回
の
予
算
案
の
特
徴
は
次
の

通
り
で
す
。 

２０１６年度予算要望書を市長に手渡す議員団 

※他都市は 2014 年度決算値、新潟市は

2016 年度当初予算の数値 

 

 

このチラシは政務活動費を利用して作成しています。 
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